
令和２年フォトコンテスト ⼀般の部 建通新聞社賞「新・⽇本平⼣景」 撮影⽇︓令和２年8⽉10⽇

⽇本平夢テラス（静岡市清⽔区）︓敷地⾯積13,475.95ｍ2 建物⾯積472.38ｍ2

平成30年11⽉３⽇に開館した⽇本平夢テラスは、丘陵地である⽇本平からの雄⼤な景⾊を360度のパノラマ展望で楽しむことができます。
駿河湾越しの富⼠⼭や眼下に⾒える三保松原はもちろん、美しく沈む⼣陽も⾒どころです。季節や時間の経過とともに移りゆく⾵景を展望回廊からぜひご覧ください。
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2021年
静岡県交通基盤部

カレンダー

本カレンダーは、『令和２年⼟⽊・建築フォトコンテスト⼊選作品』と『交通基盤部広報グランプリ広報写真部⾨⼊選作品』等で作成しています。
フォトコンテストの今回のテーマ︓「教えてあげたい、⼟⽊のある⾵景」「教えてあげたい、建築のある⾵景」「伝えたい、未来を創る“⼈”の姿」



⾏事
予定

17⽇︓防災とボランティアの⽇

2021 JANUARY

令和２年度 交通基盤部広報グランプリ 広報写真部⾨ 銅賞 「命を守る防潮堤の核「CSG」打設完了」 撮影⽇︓令和元年12⽉24⽇

浜松市沿岸域防潮堤（浜松市南区・⻄区）︓ 延⻑17.5㎞（天⻯川河⼝から浜名湖今切⼝） 標⾼13.0〜15.0ｍ
令和２年３⽉、南海トラフ巨⼤地震による津波被害を軽減する防潮堤の本体⼯事が竣⼯しました。
もともとあった海岸防災林を再⽣させた緑豊かな防潮堤は、沿岸域のシンボルになるとともに、地域住⺠の憩いの場となっています。
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3⾏事
予定

23⽇︓富⼠⼭の⽇、２⽉10⽇~３⽉10⽇︓伊⾖スカイライン通⾏料⾦割引

2021 FEBRUARY

人 知 れ ぬ 努 力 。

令和２年フォトコンテスト 建設産業の部 最優秀賞 「暗闇での橋梁点検」 撮影⽇︓令和元年11⽉12⽇

修善寺道路 ⼤仁⾼架４号橋（伊⾖の国市⼤仁）︓橋⻑335.80m 幅員11.7m 架設年次 平成９年 上部構造形式 ３径間連続鋼床版箱桁橋
伊⾖半島を南北に貫く伊⾖縦貫⾃動⾞道に繋がる修善寺道路は、伊⾖地域にとって重要な道路です。
交通量が少ない夜間に⼈知れず⾏われる橋梁点検が、⽇々通⾏する⽅々の安全・安⼼につながっています。
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⾏事
予定 １⽇~10⽇︓伊⾖スカイライン通⾏料⾦割引、7⽇︓津波避難訓練

2021 MARCH

新興津コンテナターミナル（静岡市清⽔区）
撮影⽇︓令和２年２⽉22⽇〜24⽇

清⽔港の新興津コンテナターミナルでは、物流量の増加と、年々進むコ
ンテナ船の⼤型化に対応するため、国内最⼤級となる幅23列対応のガン
トリークレーンを整備しました。
新たなガントリークレーンは、三重県から船で運搬された後、所定の位
置に据え付けられ、令和２年３⽉からその役割を果たしています。
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2021 APRIL

⾏事
予定

29⽇︓「静岡どぼくらぶ」誕⽣⽇

若 き ま な ざ し 。

4

令和２年フォトコンテスト 学⽣の部 （⼀社）静岡県建設業協会⻑賞 「未来に向けて」 撮影⽇︓令和２年7⽉27⽇

静岡県⽴科学技術⾼校（静岡市葵区）
静岡県⽴科学技術⾼校は、県⽴静岡⼯業⾼校と県⽴清⽔⼯業⾼校が⼀つとなり、平成20年４⽉に開校しました。
「未来を切り開く感性と創造⼒」の教訓の下で、建築デザイン学科や都市基盤⼯学科等の⽣徒達が、社会に貢献できる科学技術のスペシャリストを⽬指して学んでいます。
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⾏事
予定 ⽔防⽉間、中旬︓⿇機遊⽔地クリーン作戦、清⽔港フラワーフェスタ、下旬︓天浜線フェスタ

2021 MAY5

令和２年フォトコンテスト ⼀般の部 優秀賞 「サイクルロード」
撮影⽇︓令和２年６⽉８⽇

⼤井川⽔路橋（島⽥市神座・横岡）︓延⻑732ｍ 幅員4.3ｍ 架設年次 平成19年
⼤井川の島⽥市神座（東側）から島⽥市横岡（⻄側）に架かる⽔路橋で、遠くは袋井市
まで、農業⽤⽔を供給しています。
⽔路橋の役割を果たしながら、歩⾏者・⾃転⾞・⾞両も通⾏できる橋として、地域住⺠
の⽣活を⽀えています。

（⾞両の通⾏には、時間帯に応じた⼀⽅通⾏の規制や重量の規制があります。）

各

地

を

巡

る

。

右岸（西側） 左岸（東側）

昭和の⽇

みどりの⽇ こどもの⽇

⽇ Sun ⽉ Mon ⽕ Tue ⽔ Wed ⽊ Thu ⾦ Fri ⼟ Sat

30 1

2 3 4 5 6 7 8

25 26 27 28 29

憲法記念⽇

9 10 11 12 13 14 15

21 22

25 26 27 28 29

16 17 18 19 20

23
 

24
             3130



夏 の 思 い 出 。

⾏事
予定

⼟砂災害防⽌⽉間、まちづくり⽉間、１⽇︓景観の⽇、３⽇︓測量の⽇
上旬︓⼟砂災害・全国防災訓練、⼤浜ビーチフェスタ
中旬︓みんなで防ごう⼟砂災害－砂防フェスティバル2021－、太⽥川環境調査・ダム⾒学会

2021 JUNE

備える静

令和２年フォトコンテスト 学⽣の部 優秀賞「思い出」 撮影⽇︓令和２年８⽉10⽇

⼩笠⼭総合運動公園 エコパスタジアム（袋井市愛野、掛川市平野）︓開設⾯積269.7ha 開設年 平成13年
⼩笠⼭総合運動公園は、｢健康とスポーツと⾃然｣をテーマとする県⺠の⽣涯スポーツの拠点として、誰もが親しめる

快適空間であり、国際⼤会や全国⼤会が開催できる運動施設を備えています。
公園の中⼼施設であるエコパスタジアムは、ラグビーワールドカップ2019で⽇本が強豪アイルランドを破った｢シズ

オカ・ショック｣の舞台となるなど、訪れた⼈々それぞれの思い出を作り出しています。
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2021 JULY

⾏事
予定

河川愛護⽉間、海岸愛護⽉間、⽔難事故防⽌強化⽉間、７⽇︓川の⽇、
7⽉10⽇〜9⽉10⽇︓富⼠⼭マイカー規制（開⼭期間中︓定期的な富⼠⼭パトロール）
24⽇〜28⽇︓東京オリンピック⾃転⾞競技 ロード（24、25、28⽇）・マウンテンバイク（26、27⽇）
中旬︓浜名湖ミナトリング、下旬︓奥野ダム1⽇ダム教室

日 々 に 潤 い を 与 え る 。

令和２年フォトコンテスト 建設産業の部 （⼀社）静岡県建設コンサルタンツ協会⻑賞 「神⽥川の夏」 撮影⽇︓令和２年8⽉12⽇

⼀級河川神⽥川（富⼠宮市⼤宮町）
富⼠宮市のまちなかを流れる神⽥川は、富⼠⼭本宮浅間⼤社内にある湧⽟池がその⽔源となっています。
親⽔護岸は、富⼠⼭の湧き⽔に由来する豊かで清冽な流れを⾝近に感じられるよう整備されており、そこを訪れる地域の⼈々や観
光客にとって、潤いと癒しを与える貴重なオープンスペースとなっています。
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道路ふれあい⽉間、⽔難事故防⽌⽉間、連⽇︓富⼠⼭マイカー規制（開⼭期間中︓定期的な富⼠⼭パトロール）
2⽇〜8⽇︓東京オリンピック⾃転⾞競技（トラック）、5⽇︓タクシーの⽇、10⽇︓道の⽇、21⽇︓県⺠の⽇
25⽇予定︓河川・海岸、道路愛護団体等表彰式、中旬︓清⽔港⾒学会、
25⽇〜28⽇︓東京パラリンピック⾃転⾞競技（トラック）、 31⽇〜9⽉3⽇︓東京パラリンピック⾃転⾞競技（ロード
下旬︓焼津漁港・御前崎港⾒学会、太⽥川ダム親⼦⾒学会、予定︓⾼校⽣・親⼦インフラツーリズム

2021 AUGUST

令和２年フォトコンテスト 建設産業の部 優秀賞 「灼熱のアスファルト戦⼠」 撮影⽇︓令和２年８⽉18⽇

県道函南停⾞場反射路線（伊⾖の国市韮⼭）︓延⻑約8.3㎞ 幅員5.15m〜23.5m
平成27年７⽉に世界遺産に登録された、明治⽇本の産業⾰命遺産「韮⼭反射炉」へ続く道路の舗装を直しています。
夏の暑さに負けない熱意が、道路を利⽤する⼈々の安全・安⼼を⽀えています。
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⾏事
予定

1⽇︓防災の⽇、9⽉3⽇︓東京パラリンピック⾃転⾞競技（ロード）、１⽇〜10⽇︓屋外広告物適正化旬間、
1⽇〜10⽇︓富⼠⼭マイカー規制（開⼭期間中︓定期的な富⼠⼭パトロール）、10⽇︓下⽔道の⽇、
20⽇︓バスの⽇

体 感 し た 、 あ の 日 。2021 SEPTEMBER9

令和２年度交通基盤部広報グランプリ 広報写真部⾨ 銀賞 「毎⽇安⼼して暮らせるのは、このダムのおかげなんだね︕」 撮影⽇︓令和２年９⽉９⽇

⻘野⼤師ダム（南伊⾖町⻘野）︓⾼さ39.5ｍ 堤頂延⻑126.0ｍ 総貯⽔量295,000ｍ3 平成18年8⽉22⽇完成
南伊⾖町の⼭林の中にひっそりと佇む⻘野⼤師ダムは、洪⽔被害の防⽌や⽔道⽤⽔の確保など、「多⽬的ダム」として地域住⺠の⽇々の暮らしを⽀えています。
地域の⼩学⽣にこうしたダムの役割を伝えるため、毎年ダム教室を開催しています。
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⾏事
予定

都市緑化⽉間、⼟地⽉間
1⽇︓⼟地の⽇、浄化槽の⽇、14⽇︓鉄道の⽇
中旬︓清⽔興津フェア、下旬︓⿇機遊⽔地フェスタ

2021 OCTOBER10

令和２年フォトコンテスト 学⽣の部 最優秀賞 「巨⼤とっくり」 撮影⽇︓令和２年８⽉13⽇

新東名⾼速道路新興津川橋と和⽥島浄⽔場の配⽔塔（静岡市清⽔区） 和⽥島浄⽔場︓配⽔塔⾼さ45ｍ 取⽔量10,000ｍ3/⽇ 昭和52年３⽉完成
和⽥島浄⽔場は、興津川上流域に位置し、場内の井⼾から取⽔した⽔を滅菌後、隣接する⾼さ45mの「とっくり型」の配⽔塔に貯留したうえで、興津川流域の住⺠へきれい
な⽔を届けています。この場所では、「とっくり型」の配⽔塔のほか⼸型の屋根、アーチ型の橋桁等、様々な形のコンクリート構造物を⼀望できます。

変 わ ら ぬ 地 元 の 風 景 。
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令和２年度 交通基盤部広報グランプリ 広報写真部⾨ ⾦賞 「少しでも早い規制解除を⽬指して」 撮影⽇︓令和２年７⽉３⽇

国道136号 道路復旧（⻄伊⾖町仁科）
⻄伊⾖町の主要道路である国道136号は、⼤⾬の影響などにより、令和２年４⽉と７⽉の２度にわたり、⼭側の斜⾯が崩れ、全⾯通⾏⽌めになりました。
地域の建設業者は、いち早く現場へ駆けつけ、夜間を通して懸命に道路復旧を⾏い、翌⽇には通⾏⽌めを解除することができました。

⾏事
予定

公共建築⽉間、5⽇︓世界津波の⽇、津波防災の⽇
8⽇︓世界都市計画の⽇、11⽇︓公共建築の⽇、18⽇︓⼟⽊の⽇
上旬︓佐鳴湖ヨシ刈り、中旬︓県交通基盤部技術発表会
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⾏事
予定

地球温暖化防⽌⽉間、 ５⽇︓地域防災の⽇、１⽇〜７⽇︓雪崩防災週間
予定︓親⼦インフラツーリズム

2021 DECEMBER 12

令和２年フォトコンテスト ⼀般の部 最優秀賞 「交通の要衝」 撮影⽇︓令和元年３⽉５⽇

（奥から）清⽔港・国道１号富⼠由⽐バイパス・東名⾼速道路・ＪＲ東海道本線（静岡市清⽔区）
薩埵峠は、古くから交通の難所でしたが、1854年の安政東海地震により、海岸が隆起して⼈⾺が通⾏出来るようになりました。現在は、東海道本線と国道１号、更には
東名⾼速道路が集中する交通の要衝となっています。
いつの時代も、⽣活と経済を⽀えるのはヒトとモノであり、それが⾏き交うこの⼤動脈は、これからも⽇本の交流と物流を⽀えていくことでしょう。
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